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工業用水道事業





　１． 事 業 の 概 要

　　昭和３９年徳島市を中心とした県東部臨海地域が新産業都市に指定されたのに伴い、産業基盤を整備

し、本県産業の発展と県民の福祉増進を図るため、県企画開発部において計画した工業用水道事業を

企業局が引継ぎ、昭和４１年４月１日地方公営企業として工業用水道事業を設置しました。

　　当時、既存の工業地帯の周辺部や、新しく発展しつつあった工業地帯においては、工業生産の拡大

とともに地下水の取水量が増大し、地下水位の異常低下による地盤沈下、あるいは地下水の塩分濃度

上昇による水質悪化等の事態が生じ、工業用水の安定確保の面のみならず社会的にも大きな問題とな

りつつありました。

　　県においては、これらの問題解決を図るとともに、新規工場誘致に伴う工業用水需要の見通し等を

勘案して、豊富で良質な工業用水を確保するため、本県の３大河川である吉野川、那賀川及び勝浦川

を水源とする工業用水道の整備計画を樹立しました。

　　現在、吉野川を水源とした吉野川北岸工業用水道及び那賀川を水源とした阿南工業用水道を運営し、

安定した工業用水の供給を行っています。

　　なお、平成１１年４月１日から、徳島市内に建設した総合管理推進センターにおいて、吉野川北岸

工業用水道及び阿南工業用水道の遠隔監視制御を行っています。

　２． 吉野川北岸工業用水道事業

　　吉野川北岸工業用水道は、吉野川の支流である旧吉野川の表流水を取水し、浄水場で水処理を行っ

たのち、徳島市、鳴門市及び板野郡の工場群へ給水するもので、昭和４１年４月建設工事に着手し、

昭和４３年４月８０,０００逢／日の給水施設が完成、同月から一部給水を開始しました。

　　その後、給水量の増加に伴い、昭和４９年度において更に８０,０００逢／日の給水施設及び泥土処理設

備を配置しました。

　　　施 設 の 概 要

　　　　施設の概要及び概要図は、次のとおりです。
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工業用水道諸元（吉野川北岸工業用水道）

徳島県板野郡松茂町長岸字上ノ越５０２（浄水場）所 在 地

旧吉野川表流水水 源

着手　昭和４１年４月　竣工　昭和５０年３月、（松茂地区）着手　昭和６３年６月　竣工　平成２年６月工 期

4,688百万円工 事 費

172,800逢／日　2.0逢／秒取 水 量

160,000逢／日給 水 能 力

水　　　　　温　　常温

水 質 濁　　　　　度　　15度以下

水素イオン濃度　　pH 5.8～8.6
配水管末端最低水圧　49kPa水 圧

徳島市、鳴門市、板野郡給 水 区 域

取水ゲート２基　鳴門市大麻町津慈地先取 水 口
取
水
設
備

φ1,100㎜　Ｌ＝229.15ｍ（プレストレストコンクリート管及び鋼管）２条取 水 管

7.0ｍ×48.0ｍ　２池沈 砂 池

30.4逢／分×10ｍ×75kW　５台（内１台予備）取 水 ポ ン プ

φ1,350㎜　Ｌ＝5,001ｍ（ダクタイル鋳鉄管及び鋼管）１条導 水 管

φ6.0×6.95ｍ着 水 井
浄
　
水
　
設
　
備

4.5ｍ×4.5ｍ×4.43ｍ　２池急 速 撹 拌 槽

14.25ｍ×13.5ｍ×3.01ｍ　８池（３段）緩 速 撹 拌 池

50.0ｍ×14.25ｍ×4.18ｍ　８池（横流式）沈 で ん 池

ＰＡＣ、苛性ソーダ　一式薬 注 設 備

ＰＡＣ用40逢２基　苛性ソーダ用10.0逢１基薬 品 貯 蔵 タ ン ク

27.7ｍ×43.7ｍ×3.8ｍ　２池配 水 池配
水
設
備

29.0逢／分×20.0ｍ×155kW　５台（内１台予備）配 水 ポ ン プ

φ1,350～75㎜　Ｌ＝24,553ｍ（ダクタイル鋳鉄管及び鋼管）配 水 管

パッケージ型エジェクタ排気方式　単純開放サイクル１軸式型 式機
　
　
関

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

予
　
備
　
電
　
源

1,600PS出 力

1,800rPm回 転 数

３相交流発電機（静止　自動型）回転界磁凸極型型 式発
電
機
（
直
結
）

1,250kVA×１台容 量

6,000Ｖ電 圧

80％力 率

60Hz周 波 数

全自動ダイヤフラムプレス、濾液濾布洗浄水管分離型型 式
脱
　
水
　
機

泥
　
土
　
処
　
理
　
設
　
備

171,100逢／日原 水 処 理 量

2,030茜／日固形物発生量

50±５％脱水泥土含水率

123逢濾 過 面 積

14ｍ内 径濃
縮
槽

540逢容 量

円周駆動式掻寄機　一式泥 土 掻 寄 機

20逢×２基ケーキホッパ
付
属
機
器

80t／Hr×３基ベルトコンベア

１tonトロリーブロック

空気圧縮装置（空気槽）一式、脱水機油圧ユニット　一式
真空ポンプ、圧力水ポンプ、泥土引抜ポンプ等　一式諸 装 置



出典：国土地理院発行2.5万分１

地形図

電子地形図25000（国土地理院）を

加工して作成

出典：国土地理院発行2.5万分１

地形図

電子地形図25000（国土地理院）を

加工して作成 －31～32－
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給　　水　　先

㈱大塚製薬工場鳴門工場

徳島県鳴門総合運動公園

眉山食品㈱鳴門食肉センター

㈱積水化成品西部鳴門工場

大塚化学㈱徳島工場

大塚食品㈱徳島工場

富田製薬㈱徳島工場

シオノギファーマ㈱徳島工場

新日本理化㈱徳島工場

東亞合成㈱徳島工場

四国化成工業㈱徳島工場

北島町クリーンセンター

四国化工機㈱本社工場

北岡平成生コンクリート㈱

㈱大塚製薬工場松茂工場

日鉄鋼管ファインチューブ㈱

NTT-ATクリエイティブ㈱

三洋電機㈱徳島工場

松茂町第二環境センター

大塚化学㈱松茂工場

㈱ハレルヤ

吉野川北岸工業用水道

契約給水量計　105,630㎥/日

令和４年４月１日現在

取水場取水場

吉野川北岸工業用水道吉野川北岸工業用水道

取水口取水口

浄水場浄水場

導水管導水管

今切配水本管今切配水本管

今切第一配水支管今切第一配水支管

今切第二配水支管今切第二配水支管

今切第三配水支管今切第三配水支管

松茂配水支管松茂配水支管

鳴門配水本管鳴門配水本管

管理本館管理本館

①①

㉑㉑
⑳⑳

⑲⑲

⑱⑱⑰⑰
⑯⑯
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⑥⑥⑤⑤
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③③ ②②

阿波おどり空港阿波おどり空港
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　　　実績給水量の推移

備　　考料 金 収 入
比　　率

（Ｂ）／（Ａ）
実績給水量
（Ｂ）

契　約　水　量事業
所数

年度
年　間（Ａ）日　　量

千円％千逢千逢逢/日
３昭和43 39,82685.37,5458,85032,000

73,86275.612,41316,41444,500６44
94,02270.915,14621,35357,400７45
112,05473.818,29324,79468,700９46
119,12575.720,25126,75474,200９47
178,49576.322,83229,93083,2001248
220,16573.024,25333,21590,5001349
327,19871.026,69537,595102,4001350
357,22474.529,79339,968109,5001551
442,38374.429,90540,198110,4001652
444,83377.431,28140,424110,8001653
444,91878.231,65140,438110,3001554
445,57477.131,21640,492106,9301555
540,56076.129,73239,066106,5801556
521,39374.328,06037,748103,5701557
523,92476.829,14337,943103,6701558
523,12876.528,98237,873103,7701659
525,61577.829,56537,997105,0701860
530,23178.630,15738,351105,0701861
532,62378.130,02138,456105,0701862
530,96881.531,24238,351105,0701863
513,77082.431,68938,467105,47018平成元
540,11481.331,72039,027107,57021２
577,10878.232,53841,623115,22022３
591,03975.932,41342,722117,62022４
592,90175.932,57642,931117,62022５
593,10274.531,98842,931117,62022６
594,50675.832,64743,049117,62022７
634,15674.331,80942,806117,52021８
632,10775.031,96142,602117,62021９
640,73672.431,30243,227118,9202310
633,76569.729,83542,797116,9202411
630,71971.730,61642,676116,9202412
645,13870.330,62243,548119,1202413
643,68368.729,87843,479119,1202514
643,15069.230,15743,598119,1202515
643,76869.630,26243,479119,1202516
643,70660.126,13343,479119,1202517
624,39659.325,01542,172115,5202518
626,16058.224,61442,280115,5202519
620,87356.723,91042,141115,3202620
618,58753.022,32642,077114,7202521
572,24753.620,88638,943106,9202522
574,70252.220,25638,802105,8202223
571,89052.220,16038,624105,8202224
571,88950.919,65038,624105,8202225
571,99351.920,04638,624105,8202226
573,70649.119,00938,730105,5702227
570,61643.716,82738,534105,5802228
570,76743.416,70838,537105,5802229
571,15749.919,23338,570105,7302230
572,94748.718,83438,697105,73022令和元
571,84648.018,54038,591105,730222
572,05547.018,11938,580105,630213



　　　給水料金の状況

　　　　当工業用水道については責任水量制をとっており、現在の給水単価は１４.８円／逢（超過使用に

ついては２９.６円／逢）となっています。

　　なお、現在までにおける給水単価の推移は、次のとおりです。

　　料金の額は基本料金と超過料金の合計となります。ただし、平成元年４月以降の料金の額は合

計額に１００分の１０３を乗じて得た額、平成９年４月以降の料金の額は１００分の１０５を乗じて得た

額、平成２６年５月以降の料金の額は１００分の１０８を乗じて得た額となります。令和元年１１月以

降の料金の額は１００分の１１０を乗じて得た額となります。

　そ　の　他

　　平成２３年２月に、吉野川北岸工業用水道浄水場に出力５０鯵の太陽光発電システムを設置し、

所内電力の一部をまかなっています。

― ３４ ―

（単位：円／逢）

 平成
８.４～５６.４５２.４５０.１４８.４

  昭和
４３.４

　　　年月
区分

14.813.811.09.06.04.5基本料金

29.627.622.018.012.09.0超過料金

施 設 の 概 要

自励式電圧形　三相３線式電 力 変 換 方 式

逆

変

換

装

置

多結晶シリコン種 類

太

陽

電

池

10 鯵×５台定 格 容 量14.0％モジュール変換効率

ＡＣ202Ｖ定 格 出 力 電 圧12直列×20並列モ ジ ュ ー ル 構 成

ＤＣ300Ｖ定 格 入 力 電 圧50.02 鯵最 大 出 力

0.95 以上運 転 力 率319.2Ｖ最大出力動作電圧

山洋電気株式会社製 造 者156.8Ａ最大出力動作電流

京セラ株式会社製 造 者

発 電 実 績 の 推 移

発 電 電 力 量 鯵 h
年　　　度

イ ン バ ー タ 出 力

9,642平成２２年度

60,717平成２３年度

62,715平成２４年度

65,679平成２５年度

62,598平成２６年度

61,547平成２７年度

61,300平成２８年度

63,359平成２９年度

62,810平成３０年度

56,819令 和 元 年 度

65,420令 和 ２ 年 度

63,316令 和 ３ 年 度

695,922累 計



　３． 阿南工業用水道事業

　　　阿南工業用水道は那賀川の河床に埋設した集水管により取水した伏流水を、山腹の配水池トンネ

ルへ揚水し、自然流下により各企業に給水するもので、阿南市地区の工業用水の需要に応じるため、

昭和４３年２月建設工事に着手し、昭和４５年４月４６,５００逢／日の給水施設が完成、同月から一部給

水を開始しました。

　　その後、平成７年７月にポンプ設備増設工事に着手し、平成８年６月に給水能力９３,０００逢／日の

施設となっています。

　　また、近年の那賀川水系で頻発する渇水に対応するため、平成１８年７月には阿南工業用水道第

１地下水送水設備を、平成２０年１２月には、同第２地下水送水設備をそれぞれ整備し、渇水時にお

ける工業用水の安定供給に努めています。

　　　施 設 の 概 要

　　　　施設の概要及び概要図は、次のとおりです。

― ３５ ―
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工業用水道諸元（阿南工業用水道）

徳島県阿南市柳島町北別当21-1所 在 地

那賀川伏流水水 源

着手　昭和４３年４月　竣工　昭和４５年４月、（大潟地区）着手　昭和６０年５月　竣工　昭和６２年１１月、

（辰巳地区）着手　平成２年９月　竣工　平成６年１０月、（小勝地区）着手　平成６年２月　竣工　平成１０年３月
工 期

5,430百万円工 事 費

100,000逢／日　1.16逢／秒取 水 量

93,000逢／日給 水 能 力

水　　　　　温　　常温

水 質 濁　　　　　度　　

水素イオン濃度　　

配水管末端最低水圧　49kPa水 圧

阿南市臨海部給 水 区 域

φ1,000㎜～1,650㎜　Ｌ＝1,151.56ｍ

接合井　６カ所　集合井　１カ所　ポンプ井　１カ所　防潮遮水壁　１カ所
集 水 管

集
 水
 設
 備

φ1,650㎜　Ｌ＝82.1ｍ導 水 管

100,000逢／日　送水ポンプ　３台（内１台予備）送 水 ポ ン プ

φ1,000（ダクタイル鋳鉄管及びプレストレストコンクリート管） Ｌ＝3,874.7ｍ送 水 管

馬蹄形鉄筋コンクリートライニング　3.3ｍ径

１号配水池　Ｌ＝274.4ｍ　２号配水池　Ｌ＝305.6ｍ

全　容　量　5,380逢

配 水 池

配
　
水
　
設
　
備 配 水 管

配 水 本 管　φ1,000㎜　　　  ダクタイル鋳鉄管　　　　　Ｌ＝1,446ｍ

幸野配水支管　φ600㎜～700㎜　ダクタイル鋳鉄管　　　　　Ｌ＝5,230ｍ

辰巳配水支管　φ300㎜～800㎜　ダクタイル鋳鉄管　　　　　Ｌ＝7,162ｍ

大潟配水支管　φ300㎜～500㎜　ダクタイル鋳鉄管　　　　　Ｌ＝1,734ｍ

小勝配水支管　φ600㎜　　　 　  ダクタイル鋳鉄管　　　　　Ｌ＝2,782ｍ

電動機直結立軸斜流ポンプ

φ500㎜　全揚程　36ｍ　吐出量　34.80逢／分
送 水 ポ ン プ

主
  要
  機
  器

３相交流巻線型誘導電動機

6,600Ｖ　60Hz　300kW　８Ｐ　880rpm
使 用 電 動 機

配水池水位観測及び通話用　 70MHz　１W無 線 テ レ メ ー タ

送配水管路、保守点検用　　150MHz　10W移 動 無 線

取水点における原水の水質
券
犬
鹸



－37～38－

給　　水　　先

新日本電工㈱徳島工場

四国電力㈱阿南発電所

㈱日誠産業新浜工場

ソルベイ・スペシャルケム・ジャパン㈱

阿波製紙㈱阿南事業所

昭和電工マテリアルズ㈱五井事業所（徳島）

日亜化学工業㈱辰巳工場

倉敷紡績㈱徳島工場

四国電力㈱橘湾発電所

電源開発㈱橘湾火力発電所

倉敷紡績㈱徳島バイオマス発電所

四国電力送配電㈱阿南変換所

電源開発送変電ネットワーク㈱阿南変換所

阿南工業用水道

契約給水量計　80,500㎥/日

令和４年４月１日現在
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出典：国土地理院発行2.5万分１

地形図

電子地形図25000（国土地理院）を

加工して作成

出典：国土地理院発行2.5万分１

地形図

電子地形図25000（国土地理院）を

加工して作成

集水管工＝1,200m集水管工＝1,200m

第1号配水池トンネル第1号配水池トンネル

第2号配水池トンネル第2号配水池トンネル

辰巳工業団地辰巳工業団地

小勝後戸地区小勝後戸地区

②②

⑧⑧⑪⑪

⑨⑫⑨⑫

⑦⑦

⑥⑥
⑤⑤
④④③③

①①

防潮遮水壁防潮遮水壁

取水ポンプ所取水ポンプ所 管理本館管理本館

送水管送水管

辰巳配水支管辰巳配水支管

小勝配水支管小勝配水支管大潟配水支管大潟配水支管

幸野配水支管幸野配水支管

配水本管配水本管

⑩⑬⑩⑬



― ３９ ―

　　　実績給水量の推移

備　　考料 金 収 入
比　　率

（Ｂ）／（Ａ）
実績給水量
（Ｂ）

契　約　水　量事業
所数

年度
年　間（Ａ）日　　量

千円％千逢千逢逢/日
２昭和45 23,57589.04,5905,15514,900

28,34294.35,7496,09616,700２46

39,65988.57,3348,28622,700２47

56,51386.48,1069,38125,800２48

72,33583.58,83810,58529,000２49

114,63674.09,21312,44734,100２50

115,82383.810,43312,44734,500２51

137,62875.29,46312,59334,500２52

139,41379.910,09712,63834,500２53

135,59481.59,99712,26834,500２54

138,58586.710,91612,59534,500２55

169,81480.610,14612,59334,500２56

173,36678.19,83112,59334,500２57

170,29268.88,68312,62734,500２58

173,86065.68,26612,59334,500２59

184,83269.48,54512,31734,500２60

191,60372.39,23612,76535,500３61

192,27774.99,77913,05436,000３62

197,69577.010,14213,16436,300４63

220,08779.911,70814,66041,300５平成元

227,39480.612,14315,07541,300５２

227,29780.712,19215,11641,300５３

232,47276.312,00215,72343,300６４

244,27876.512,08615,80543,300６５

260,49977.112,50316,22746,800７６

274,08470.112,33117,59648,80010７

291,87684.315,37818,24850,20010８

292,57286.815,86918,27350,20010９

365,46271.116,42523,10465,2001210

375,57669.916,65923,83464,2001011

375,08181.819,15923,43364,2001012

380,87580.819,25023,83265,3001013

375,77185.520,38723,83565,3001014

397,41784.921,06324,81567,8001015

397,79484.820,99824,74767,8001016

389,70878.719,48224,74767,8001017

408,19483.121,16225,47772,7001018

411,25179.521,14426,60872,7001019

425,33082.922,00526,53672,7001020

426,40679.821,18826,55973,1001021

429,14682.322,03526,79073,5001022

430,42582.722,24526,90173,5001023

429,24082.822,22226,82873,5001024

421,79482.022,00226,82873,5001025

435,77583.022,69327,34775,6001126

444,07883.423,15827,75376,5001127

444,47083.623,34527,92376,5001128

447,24083.523,33827,95378,5001129

458,44084.024,07728,65378,5001130

459,70283.023,85828,73178,50011令和元

458,44182.823,71228,65378,50013２

458,95381.823,45528,68580,50013３



― ４０ ―

　 ４． 令和３年度決算（税抜）の概要

（単位：千円）　

増　減
Ｒ３－Ｒ２令和２年度決算額令和３年度決算額区 分

　（事　業　収　益）

収

益

的

収

支

4,984△1,041,2671,036,283営 業 収 益１

7211,030,2871,031,008給 水 収 益

5,705△10,9805,275営 業 雑 収 益

2,53661,69664,232営 業 外 収 益２

298△417119受取利息及び配当金

2,74256,46659,208長 期 前 受 金 戻 入

924,8134,905雑 収 益

皆増01,550特 別 利 益３

皆増01,550固 定 資 産 売 却 益

898△1,102,9631,102,065事 業 収 益 合 計 Ａ

　（事　業　費　用）

6,777890,034896,811営 業 費 用１

39,915480,899520,814吉野川北岸工業用水道事業

33,138△409,135375,997阿南工業用水道事業

4,655△18,03913,384営 業 外 費 用２

3,573△9,8636,290
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費



1,082△8,1767,094雑 支 出

2,122908,073910,195事 業 費 用 合 計 Ｂ

3,020△194,890191,870純 利 益 Ａ － Ｂ

　　料金の額は基本料金と超過料金の合計となります。ただし、平成元年４月以降の料金の額は合

計額に１００分の１０３を乗じて得た額、平成９年４月以降の料金の額は１００分の１０５を乗じて得た

額、平成２６年５月以降の料金の額は１００分の１０８を乗じて得た額となります。令和元年１１月以

降の料金の額は１００分の１１０を乗じて得た額となります。

（単位：円／逢）

 平成
    ５.１０～６０.４５６.４５２.４５０.１

 昭和
４５.４

　　　年 月
区分

16.015.013.811.09.06.0基本料金

32.030.027.622.018.012.0超過料金

　　　給水料金の状況

　　　　当工業用水道は責任水量制をとっており、現在の給水単価は１６円／逢（超過使用については

３２円／逢）となっています。

　　なお、現在までにおける給水単価の推移は、次のとおりです。



― ４１ ―

　５． 令和４年度当初予算の概要

（単位：千円）　

工 業 用 水 道 事 業

区　　　　　　　　分 前年度対比(％)
（ａ/ｂ×100）

増　減
（ａ－ｂ）

３年度
（ｂ）

４年度
（ａ）

97.827,270△1,218,0951,190,825営 業 収 益

事業収益（Ａ）
収

益

的

収

支

103.52,03458,14160,175営 業 外 収 益

98.025,236△1,276,2361,251,000計

100.21,8681,171,6411,173,509営 業 費 用

事業費用（Ｂ） 44.429,704△53,44323,739営 業 外 費 用

97.727,836△1,225,0841,197,248計

105.12,60051,15253,752純 利 益 （ Ａ － Ｂ ）

24.2339△447108固 定 資 産 売 却 代

資本的収入 （Ｃ）

資

本

的

収

支

皆増200,0000200,000他 会 計 長 期 借 入 金

178.444,87757,276102,153そ の 他 収 入

523.6244,53857,723302,261計

75.6167,009△683,385516,376建 設 改 良 費

資本的支出 （Ｄ）

53.745,626△98,61152,985企 業 債 償 還 金

334.8200,00085,186285,186他会計長期借入金償還金

皆増13,000013,000国 庫 補 助 金 返 還 金

皆増20020投 資

100.0385867,182867,567計

69.8244,153809,459△565,306△資本的収支差引（Ｃ－Ｄ）

56,88037,646
消費税及び地方消費税
資 本 的 収 支 調 整 額

補
て
ん
財
源

752,579527,660損 益 勘 定 留 保 資 金
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